






 電子情報工学科の電子情報工学実験では、プログラミングを主としたテーマが 2 学年以上のす
べての学年において適切に配置されている。その中で、電子情報工学実験Ⅳ後期(以下、4EI後期
実験)は、複数テーマ(本年度は 11テーマ)の中から学生各自が興味・関心がある３テーマを選択し、
















 本実験演習を行うために表 1 に示すハードウェア及びソフトウェア環境を準備した。円滑なグ
ラフィックスの描画操作がもたらされるのを期待して、液晶タブレット 1台(15インチ)、ペンタ






 各クールとも、第 1週目は Flashの操作と機能を習得すること及び液晶タブレットもしくはペ
ンタブレットでグラフィックを描くことに費やした。また、第 1，2週目の中で、自由なテーマの






        表 1． 実験演習のハードウェア及びソフトウェア環境 
  ハードウェア ソフトウェア 
1 




Windows XP Professional  SP2  
Flash MX 2004 
2 ノートパソコン A4(1024×768) 
ペンタブレット(A4 サイ
ズ) 
Windows XP Professional  SP2  
Flash MX 2004 
デスクトップパソコン 
Windows XP Home Edition SP1  
Flash MX 2004 CD-ROM 試用版 
3 
ノートパソコン A4(1024×768) 
17 インチ液晶タブレット  
(1024×768) 
Windows XP Home Edition SP2  
Flash 8 ダウンロード試用版 
デスクトップパソコン                    
15 インチ液晶ディスプレイ(1024×768) 
Windows XP Home Edition SP1  





Windows XP Home Edition SP2  
Flash 8 ダウンロード試用版 
 
(1)第 1クール 
























           表２．制作した教材コンテンツの内容と特徴 
クール 学生 教材コンテンツの内容 特徴 



























Ｇ プロセスの状態遷移 未完成 
2 
Ｈ 処理時間順スケジュリング 未完成 






















































































































































































1)加藤潤一、「Flash MX 2004 デザインスクール」、エムディーエヌコーポレーション(2005) 
